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択にあたっては患者の病状や年齢を考慮 し,それぞれの

術後の状態やセルフケアにおける利点や欠点を患者に説

明し選択 している,平成確率4月から平成5年ま2月まで

LLr)期間に回腸導管造設術を7名に､t澗 ロボ型代用蹄批造

語術を8名をこ行った.術後の経過は様々であったが,餐

庭や放資をこ擾帰 した後,どのような生活を送 り,どのよ

うな問腰を抱えているかを知 りたいと思い,今回 QOL

調査薬を作成 し,自己記入質問表で調蜜を行った,

その結果を報告するとともに,今後の看護支援の方向

性を考察する.

22)前立腺癌患者の生活の質 (QOL)の調査

西山 勉 書照甫 正博 を露淑 纂宗)

前立腺癌患者･42例に対 して QOL調査を実施 した.

対象者に高齢者が多く,身体的快適度の低下などほ前立

腺癌以外の要因によるものが多いように思われた.増悪

例で頻尿,排尿困難,血尿,下肢のむくみがあると答え

た症例が多 く,病状との閑適を示唆させた.特に療病に

関 しては含まだ我母の寝痛処置が不十分で,今後鋒痛か

らの解放を構極的をこ行わなければならない中身性ホルモ

ン投阜症例で乳首の逮和感を訴える症例が多かった.柄

魔になった車をこより性に対する興味を失ったと答えたも

のが多く,また性生活が可能であるものは3倒 しかなく,

性生活面での障害が著明であった.前立腺全摘除術を受

けた患者で身体機能が良好であると答えているわりには

社会生活での障害が大きく現れていた.これには術後の

尿失禁が大きく影響 していると思われた.高齢者だけで

生活 している家庭も多く,この点も考慮 した患者管理が

重要であると思われた.

23)化学療法中に陶腹水をきたした Wilms腫
癌 の 2例
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(同 小児外科)

アクチノマイシンD (AMD)を周いた化学療法中に

陶腹水を認めた ＼VHms腫壕の2例を報告する.症例 1:

6jJ.F]男児.主訴 :順部膨満.現病歴 :平成･Jl年2月7

円腹部膨満を指摘 され 当院に入院.左腎 wilms腫項

と診断され 2月19日左腎摘出術を施行された.化学療

法を開始 し,AMD 静注後に右胸腹水出現 し,胸腔穿刺

で血性胸水を認めた.纏胞診断は class詔 であった.

保存的治療で軽快 し,1＼｣､後 AMl_)半最投与で胸腹水を

認めていない.症例2:3歳4カ月女児.主訴 :腹部腰

痛.現病歴 :平成6年 7月21日腹痛と畷畦のため近医を

受診 し,臓部瞳癌を指摘され ､駆告こ入院.石腎 Wilms

腰癌と診断され 7月27日石野摘出術を施行きれた.化

学療法を開始後, 8月 5日胆嚢炎を生 じ,PTGBD を

施行された.AMD 静注後の9月24日腹部膨満と腹水を

生 じ,腹腔穿刺で血性であった.細胞診は C呈assⅠ で

あった.保存的治療で軽快:し,以後 AMD 2/3農投与

で腹水を認めていない,

24)ホルモ ン抵抗性進行前立腺癌 に対す る末稽

血幹細胞移植併済高欄量化学療法の試み

西山 勉 欄 沼 正博 ぼ 要諦 綜含病院)

鰐 賢治 ∈新潟大学第-内科)

向山 雄太 (東海大学第四内科)

出口 隆 (岐阜大学泌尿器科)

多発性骨転移を有するホルモン抵抗性前立腺癌患者2

例に対 して家柄血幹細胞採取を行い,さらに,末梢血幹

細胞移植を併用 した高欄塵化学療法を試み,最下の結論

を得た.1. 多発性骨転移を着せる進行前立腺癌患者に

おいても十分畳の末欄血幹細胞採取が可能であることが

わかった,2. 採取された莱柄血幹細胞率の癌細胞の混

入については,症例 1では採取 した標本から教農の前立

腺癌細胞の混入を認めたが,症例 2では前立腺癌細胞の

混入は認められなかった.3. 今回の結果から,今後更

に検討が必要と思われるが,ホルモン抵抗性前立腺癌患

者に対する末櫓血幹細胞移植を併用 した高欄畳化学療法

は新たな戦略の一つになると思われた.

25)末梢血幹細胞移植併用エ トポシ ド大量投与

時の体 内動感 (第二報)

樋口多恵子 ･長井 春樹
加藤 克彦 書小栗 庸一
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末梢血幹細胞移植患者5症例 (=ンぺ腫 :ニト 肺癌 :

1,卵巣癌 :1)における高欄畳エ トポシドの母集団パ

ラメ-ターを凍め,蓄積性,投与設計をこついて検討 した.

移植6日前より1回 150-250mg/m2のエ トポシド


